介護は家庭でするべきか？

「自宅で生活する高齢者は、嫁や家族が介護するべきだ」
以前はあたりまえのように考えられていたことですが､果たしてそれはあたりまえの事なのでしょうか？

これから高齢化が進むわが国で、介護に関する問題はますます増加し､複雑化していくことは否めません。高齢者にとって､多様な問題を抱えながらも自宅で暮らすことが一番の幸せなのでしょうか？　

介護は､想像以上に厳しいものです。食事､排泄､入浴の介助も､毎日となると負担が大きくなります。また､認知症により何度も同じ事を繰り返し言ったり､夜中に起き出して行動したり・・・24時間目が離せずに、旅行はおろか買い物や外出も自由に出来ない、肉体的にも精神的にもかなりの負担があることは誰もが認めることでしょう。そして､それがいつまで続くかわからないことへのストレス・・・いくら親子といえども､介護する人の疲労はとても大きいのです。

　

　介護に疲れた人が､高齢者に優しく接してあげられるでしょうか？

認知症で同じ事を繰り返す親に､優しく対応し続けられる子がいるでしょうか？

介護される方の尊厳を第一に考え、人生を送るための手助けが続けられるのでしょうか？

そのために、介護保険を軸にしたホームヘルプサービス、デイサービス、ショートステイ等の在宅サービス、特別養護老人ホーム､老人保健施設などの入所サービスがだんだんと整備され、利用できる社会資源が増えてきました。そして、家族にとっては自分たちの負担を少しでも軽くして、新しい気持ちで介護が出来る環境が出来つつあります。しかし、まだ十分な数があるわけではありません。

　時間があれば､心の余裕が生まれれば、親子の関係もよりよいものになってきます。お互いにお互いの事を心より大切だと思うことが出来る環境作り。

私たち「有料老人ホーム青空」は､そんな和やかな時間を皆さんに、少しでも多くもって頂ける場を提供できれば・・・と願っています。
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（定員１８名）

小規模での生活の利点を生かし、利用者一人一人に合わせた生活の場を提供することを目指しております。病気や怪我、加齢に伴う身体機能の低下のため在宅での生活が困難になった方のための『終の棲家』※1です。既成概念にとらわれず入居者の皆様の心地よさをできる限り追及します。

定員18人という少人数の中、入居者同士、入居者と職員がひとつの家族のように関わりながらゆっくりのんびりと過ごすことが出来ます。希望により、専門職員※2によるリハビリや、季節の野菜や果物をお手本にした絵手紙、書道、頭を使うゲームなど様々なレクリエーションができます。
保育園と合同で行う季節ごとの行事に参加したり旅行などにも出かけ
季節感を味わいながら暮らすことができます。

1人1人がいろいろな背景を持った個人であることを基本に、

その人ならどんな事を望むか、どんな事が嫌かという視点を忘れず介護にあたります。

· 1．入居者の行動が他の入居者の生命に危害を及ぼす恐れがあり、かつ通常の介護方法ではこれを防止することが出来ず、本契約を将来にわたって継続することが社会通念上著しく困難であると考えられる場合、退去することがあります。

· 2．外部委託。別途料金がかかります
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医療体制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
青　空提携病院（田沢医院）から、月に2度の定期往診の支援や、年に２回の健康診断から、緊急時の対応まで行っています。本人が希望する、かかりつけ医院があれば､そちらへの通院も可能です。（別途費用が必要となります）

　毎日お世話をさせていただく看護師※1や介護職員※2が、日常の様子やバイタルチェック（血圧・体温･脈拍の測定）等により､入居者皆様の体の変化にすばやく適切な対応が出来ます。
介護体制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　通常､入居者対職員の割合が3対１の基準を設けられている有料老人ホームですが、　青　空ではそれを上回る人員配置で､ゆとりある,家庭的できめ細やかな介護を提供しています。　　定員１８名という小規模ですので、入居者同士,職員同士の会話の機会も多くあり、ゆっくりと入居者さんのお話しを聞ける時間が取れるように配慮されています。

第２の家として・・・・くつろげる空間を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

青　空では、ロビーのソファやキッチンのカントリー調のテーブルセット等、家具類も温かみのあるものを置いています。

もちろん、ご自分の思い出深い品物（たんす･ベッド・仏壇など）を持ってきていただいて構いません。

リハビリテーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　青　空では、希望により※４機能訓練も実施しています。脳血管障害でマヒが残った方、寝たきりで関節の動きが悪くなった方、骨折で筋肉の落ちてしまった方など,その人に合わせてマンツーマンでリハビリを行います。※
※４　外部委託　　※別途契約手続き・費用が必要となります
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食事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　｢食べる｣事は、誰にとっても楽しみのひとつです。青空では､栄養士がたてた献立に添って､調理員が心をこめて季節感あふれる食事を毎食手作りで提供しています。

　温かいものは温かいうちに、冷たいものは冷たいまま召し上がっていただけるのも少人数だから出来る事。

　また､それぞれの健康状態に合わせて普通食からミキサー食など、さまざまな食事形態も対応できます。おやつは１５時にいただきます。

入浴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　入浴は､身体を清潔に保つだけでなく、血行を良くし、心身をリフレッシュします。　　　　

青　空では、お1人に週に２～３回の入浴介助をしています。自立の方は､希望により随時入浴がしていただけるようになっています。

　また､入浴時は必ず１人以上の介護者が見守り､介助することになっていますので、お１人での入浴が無理な方でも安心してお入りいただけます。

又　機械浴室も設置しておりますので、車椅子、寝たきりの方にも負担ない入浴を提供出来ます。

行事・旅行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　青　空では、季節に合わせた様々な行事を行っております。（お正月､桃の節句､お花見､夏祭り､クリスマスなど・・）また､旅行や外食にも積極的に出かけています。高齢者にとって､いつもと違う外の世界と触れ合うことは精神的にも良い刺激となり､想い出作りにもなります。

　自宅ではなかなか出来なかった外出も、こちらでは専門のスタッフが付き添い、色々な所へ出かける機会がたくさんあります。

子供たちとのふれあい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　併設施設に、青空保育園がありますので、園児たちと触れ合う時間がたくさんあります。遠足や行事の時など一緒に参加することはもちろん、中庭で遊んでいる子どもたちが見えたり、子供たちの元気な声がいつも聞こえたりと日常的に子供がいる生活を送っています。子どもたちの顔を見ると､皆さん目じりが下がり、まるで孫を見ているような優しい顔になってきます。

　　子ども達と交流の日は､外出用の洋服を着てきたり､お化粧をして待っていたり・・・とても楽しみに待っていらっしゃいます。
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	１、ご入所をお考えの方は、　　　　　　　　　　
　　まず御電話を下さい。

　ＴＥＬ055－926－9600
	●相談員が受け付けいたします。
　入居対象：概ね60歳以上で、介護保険の認定を受けている・いないにかかわらずご入居の対象となります。寝たきりや認知症の介護で御困りの方もご相談いただけます。

	２、ご見学、ご相談を承ります。
	●あらかじめ電話にて日時をお申し付けください。

　　相談員と打ち合わせの上、見学日、相談日を決定いたします。

	３、ご本人面談を行います。
　見学にご本人が同席されない方は必須です。
	●ご本人様が現在いらっしゃるご自宅・病院・施設にてお話をさせていただき、ご本人の思い・ご希望・不安なことなどをお伺いします。
●入居についてのご本人の意向をお伺いします。特別の理由のない限り、青空への入居のお話はここまでにご家族よりご本人へお伝えください。

	４、ご家族でご相談ください。
	· ご家族にとっても重大なことです。いろいろとご心配な面もおありかと思い　　　　　
　ます。ご家族で良く相談されてからお決めください。

	５、お電話等でお申し込み

ください。
	●お申し込みは電話でも結構です。満床の場合、書面での申込も受け付けております。

	６、入居判定会
	●青空にて入居判定会を行い、入居の可否を決定いたします。

	７、ご入居について
　　　
　　

　　　
	●入居日について、ご家族や病院等とご相談の上決定いたします。
　基本的に火曜日・金曜日午前中の入居をお願いしております。
　～契約に際してご用意いただくもの～
· 医師の紹介状（かかりつけのお医者様にそのままかかる場合を除く）

· 入居者本人の印鑑・印鑑証明・戸籍謄本・住民票
· 契約者の印鑑・印鑑証明・戸籍謄本・住民票（入居者本人と同一でない場合）
· 身元保証人の印鑑・印鑑証明・住民票（契約者と同一でない場合）
　
　◎入居決定前にまずは下記の体験をお勧めします。

■体験入居　※詳細金額は下記参考





有料老人ホーム青空　費　用　及　び　使　用　料　一　覧　表
令和3年4月1日

➤申込金　なし（入居に関する一時金の徴収はありません）

➤月々ご利用の目安月額（30日計算）　下記　１+２
１．介護度に関係なく必要な費用

	
	一律

	管理費
	４６，０００円

	家賃
	　５２，０００円　　　　　　　　　

	食費
	６４，５００円

	水道光熱費
	１５，７５０円

	その他（雑費）
	 ６，６００円

	合計（二人部屋にご入居される場合）1人あたり
	　１８４，８５０円

	差額個室料
	　５２，５００円　　　　　　　　　

	合計（個室にご入居される場合）1人あたり
	　２３７，３５０円


３１日の場合、食費・雑費が変更となります。
２．介護度によって変動する費用

❋当ホームにおける介護報酬について　　30日利用した際のおよその金額
自己負担額（基本的な加算含む）　単位　円
	
	要支援１
	要支援２
	要介護１
	要介護２
	要介護３
	要介護４
	要介護５

	１割負担
	7,185
	11,503
	19,098
	21,307
	23,648
	25,791
	28,100

	２割負担
	14,370
	23,006
	38,196
	42,614
	47,296
	51,582
	56,200

	３割負担
	21,555
	34,509
	57,294
	63,921
	70,944
	77,373
	84,300


自立は50,000円　※入退院や入居時、看取りなど介護の内容に応じて加算が追加される場合があります。
　料金の詳細を知りたい方は、重要事項等説明書をご確認いただくか、担当者にお尋ねください。
※夏期（7．8．9月）冬期（12．1．2月）　　冷暖房費の追加料金（2000円）が必要です。
※食費は、食材料費および食事に関する調理コストにかかる費用です。

※食事代内訳　朝食640円、昼食660円、夕食750円、おやつ100円、治療食210円/1食

　 行事食は通常の昼食代に+250円/食（お正月のみ500円）追加料金となります。
※その他とは、日用品費等にかかる物品の購入費です。希望者のみ、お花教室1100円/1回。
※面会の方が宿泊される場合、別途宿泊費用がかかります（1泊6300円）。また、宿泊者の駐車料金も別途費用がかかります（1日　175円）。　　　　　　　　附表　　　平成２２年４月１日

平成２５年４月１日（改定）平成２６年４月１日（改定）平成２７年４月１日（改定）
平成２７年８月１日（改定）平成３０年４月１日（改定）平成３１年４月1日（改定）
令和元年10月1日（改定）　令和3年4月1日（改定）
入居までの手続き





■体験入所■（１泊~期間応相談）


　　　1泊3食付　　　13,125円　　個室の場合3150円追加


(食費、管理費、水道光熱費、消耗品、介護費用、税込)


　　　　　　　　青空での生活を短期間ですが体験していただけます。


　　　　　　　施設での生活が初めての方や入居には不安がある方


お気軽にご利用ください。30泊まで可能です。
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